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「青」とドイツ語の色彩語blauの色相差について1）

城　　岡　　啓
shirooka＠nifty．com

0　はじめに

「青」とblauが対応語であることは間違いない。しかし，基本的に同じ範囲

の色相に使われる色彩語なのかどうか，これまで検討できるような資料が得に

くかったということもあると思うが，十分に研究，記述されてきたとはいえな

い。

「青」とblauは，あらわしている色相の点でもかなり明確な違いがあるし，

青の次の色相の紫色をあらわす色彩語がドイツ語ではあまり発達していないと

いう点での消極的な違いもあると思われる。本稿では，近年誰でも利用できる

ようになった文学作品や新聞などの電子テキスト2）も利用しながら，「青」とblau

の違いをできるだけ実証的に述べたいと思う。

Ⅰ　青とblauの色相の違い

緑から青を経て紫にかけての色相の連続を考えてblauの色相がどのあたりに

あるか考えるなら，緑との境界領域は「青」とblauの違いははっきりしない。

青緑の色相が日本語やドイツ語で「青」なのか，「緑」なのか，青緑の色相には

古くはソニドリと言われたカワセミ（AIcedoatthis，Eisvogel，日本のカワセミ

も同一種）の羽の色などがあるが，日独の差異を判断するのは難しい。ミドリ

の語源という説3）もあるソニドリであるが，カワセミの羽の色は現代日本の図鑑

やガイドブックではコバルトブルーや青や瑠璃色になっていて，緑色という記

述は見当たらない。一方，ドイツ語ではカワセミの羽の色4）をしらべてみると，

blau，grtinblau，ttirkisblau，ttirkis，blaugrtinとかなりゆれがあるが，＿grtinと

の複合色彩語や青緑の色名ttirkisが出てくるところを見ると，現代語に限れば，

ドイツ語の方がむしろカワセミの羽の色を緑がかった色と見ていると言える。

しかし，現代語の「青」（緑を含めない，狭義の「青」）が青緑までも「青」の
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範囲としているとも単純に言えない。ブルーチーズ（Blauschimmelk左se）の場合

は，日本語ではどちらかと言えば緑色と考えられているアオカビ5）がドイツ語や

英語で「青」と考えられていることになるから6），今度はドイツ語のblauのほ

うが青緑まで伸びてレ■、るということになってしまう。

一方，青から紫にかけての色相を考えると，「青」とblauの違いは明白であ

る。日本で紫色と考えられている動植物や物がドイツでblauとなる場合がかな

りあるOリトマ．スゴケから得られるリトマス色素（Lackmus）の色が日本の百科

事典などでは「紫色」とされ，ドイツ語の辞典などではblauとされているし，

日本でウラムラサキと呼ばれている同じキノコ（Laccariaamethystin♂））＿がドイツで

BlauerLackpilz8）となっていたり，バルト海の紫色のクラゲがBlaueNesselqualle

（Cyanealamarckii）となっていたりする。花の色では，日本では一般に青い花は

少ないと考えられているようだが，日独の園芸書や辞書に出てくる花の色を調

査してみると，青い花は日本では少ないが，ドイツではめずらしくない。また，

日本で紫色とされる同じ花がドイツでは青い花になる場合があることが分かっ

ている。フジ（Blauregen，Wisteriafloribunda）やアルファルファ（BlaueLuzerne，

ムラサキウマゴヤシ，Medicagosativa）では名前の付け方に両言語の違いが出

ているし，日本では紫色の花を咲かせるスミレ9）がドイツではveilchenblauと

いうblauの複合色彩語があるだけでなく，花の色を事典などで記述する場合も

blauからviolettとされることにも「青」とblauのあらわす色相の差は明確だ

ろう（城岡2000，251－252）。なお，植物の世界ではすでに同一個体の園芸植物

が世界中で栽培される場合があって，色彩記述の言語差をしらべるのに好都合

である。日本で作出されたクレマチスの「HakuOokan（白王冠）」という個体

についてカタログや園芸書の色彩の記述の違いをまとめておこう。日本で紫色

とされる花がやはりtintenblauやblauやviolettblauになっている。

（a）濃い紫色（『クレマチス』日本放送出版協会1985）　（b）濃い紫色（rクレマチス』日本

クレマチス協会六耀社2000）（C）浪赤紫色10）（『クレマチスのすべてJ婦人生活社2001）

（d）浪紫色（『クレマチスとつる性の植物』主婦の友社2001）　（d）tintenblau（ClematisSorten－

undPreisliste．F．M．Westphal，gdltigab1999／2000）（e）blau，Violettblau（Clematis．

AndreasBartel，Ulmer，1999）

花の色だけでなく，身近な果物のブドウの色についても日独で色彩記述はこ

となっている。清少納言は　‾葡萄染の織物。すべて紫なるは、なにもなにもめ
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でたくこそあれ、花も、糸も、紙も。」（『枕草子』83段）と書いている。当時ブ

ドウ11）の実の色をすでに紫色と考えていたことが分かるが，ブドウの色を紫色

だと感じる感覚は現代でも変わらない。日本色彩研究所の1965年の連想語の調

査では「ブドウ」が出てきているのは，赤，黄，緑，青，紫，白，黒の7色相

で紫だけである（『色彩の事典』1987，261，色紙を提示しての自由連想）。また，

現代のブドウの各品種を正確に記述しようとした場合，どのような色彩語が使

われるか，『NHK趣味の園芸よく分かる栽培12か月　ブドウ』（2000）の品種

一覧（42品種）で調べてみた。

1位：紫黒，黄緑　　　各11品種

4位：紫赤　　　　　　　　4品種

7位：赤，黒紫，黄白　各1品種

3位：鮮紅　　　　　　　　7品種

5位：自黄，紫紅　　　各3品種

単純に「紫」とされた品種こそないが，「紫黒」が42品種中11品種あり，「紫

赤」が4品種，「紫紅」が3品種，「黒紫」が1品種であり，現在の様々な品種

についてもブドウの色は少なくとも紫がかっていると感じられていることが分

かる。12）ドイツでは，ブドウの色についてviolettや1ilaが使われている例を今の

ところわたしは見つけていない。

1．AIsNachtischgabes（grtine，blaue）Weintrauben．（deGruyterWGrterbuchDeutsch

alsFremdsprache．2000．）

2．DieFrtichtedesWeinstocks，diegrdnenundblauenWeintrauben，WerdenalsObst

VerkauftoderzuWeinverarbeitet．AusgrunenTraubenentstehtWeiL3wein，auSblauen

TraubenRotwein．（KinderlexikonvonAbisZ．3．Aufl．Mdnchen，1994）

3．Weintraube：einekleineweiBeoderblaueFrucht（PonsJuniorIllustriertesW6rterbuch．

1994）

4．DieFrtichte（Weinreben）sindjenachSorteblau，rOt，grtinodergelb（Schdlerduden：

DiePflanzen．1988．以下SDPと略す）

ドイツ語では（1）のようにgrtinとblauが使われるのが普通である。13）（2）

では，「緑」と「青」にブドウを分類している他，赤ワインが「青ブドウ」で作

られることが書いてあって，興味深い。（3）ではブドウはやはり「青い果実」

とされている。また，緑の果実ではなく，白い果実としている点が白ワインの

命名とも通じ，注目される。（4）の記述は植物事典であるためやや詳しく，ブ
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ドゥの色は「青」「赤」「緑」「黄色」と細かく分類されているが，それにもかか

わらず，1ilaやviolettなど紫色の色相の色彩語は出てきていない。

ドイツ語の丁青いブドウ」であるが，ブドウはドイツでは古くからの重要な

栽培植物であり，昔の色彩分類が残っているという考え方もあるかもしれない。

しかし，同じような色のMahonienでも日独でやはり同じような違いが出るこ

とから判断すると，この説は説得力がない。Mahonienは日独ともに庭木とし

て栽培される潅木である。ただし，ドイツでは同属の数種類のMahonienが栽

培されているようであるが。日本ではMahonienの一種ヒイラギナンテンMahonia

japonica）がもっぱら栽培されているという違いはある。この属の植物は基本的

に黄色い花をつけ，実の色も種による目だった違いはないようだ。その実の色

だが，ドイツではblauやblauschwarzが使われている（5．～8．）。一方，ヒイ

ラギナンテンの実の色は日本ではやはり紫系統の色彩語が使われ，「黒紫色」や

「紫黒色」や「紫」などと記述されている（（a）～（e））。

5．DieblauschwarzenMahonienbeerensindgenieL3bar．（Meinsch6nerGarten．1／2000）

6．DieFriichtesindmeistblau．（SDP，Mahonien）

7．mitgelbenBltitenundblauenBeeren（DerBrockhausmultimedia12001，Mahonien）

8．Pflanzemitdorniggez去hntenBlattern，gelbenBltitenu．meistblauen，rundenFriichten

（DudenDasgroJ3eW6rterbuchderdeutschenSprache．10B益ndeaufCD－ROM，2000，

Mahonien）

（a）「熟すと白い粉をかぶった黒紫色になる」（『庭木・街路樹』金田洋一郎山と渓谷社1999）

（b）「熟すと柴黒色になる」（『学生版牧野日本植物図鑑』北隆館1967）　（C）「実は9～10月

に黒紫色に熟す」（『樹木』片桐啓子西東社1998）　（d）「果実は黒紫色で白粉をかぶる」「果

実は紫黒色で白い粉をまぶしたようになる」（『花木・庭木』西田尚道．学研2000）　（e）「果

実は6～7月に紫色に熟して柔らかくなります」（『新・園芸クリニック4庭木・花木・家庭果

樹』NHK出版1997）

次に，青から紫にかけての煙（Rauch）や霜（Dunst）の色14）について見てお

こう。一般に煙が青から紫に見えるのは煙自体の色ではなく，煙の微粒子が短

波長の光，つまり青から青紫のあたりの光を反射し，他の波長の光を通過させ

るという，地域や言語による差のない自然現象である。煙の背景が暗闇だった

り，黒っぽい場合に他の波長の光は吸収されてしまい，煙の微粒子によって反

射される短波長の光の色が見える仕組みである。『新明解国語辞典』（第五版三
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省堂1999）で「煙」を調べると「物が焼ける時立ちのぼる灰（白・紫・黒）色

などの気体」とあり，青は出ていないが紫色が出ている。『新潮文庫の100冊』

に出てくる青と紫の煙を表記形ごとの頻度数でしらべてみると，「青い煙」（13），

「紫煙」（7），「紫の煙」（7），「紫色の煙」（4），「青いけむり」（2），「薄青い煙」

（1），「紫の畑」（1），「紫のけむり」（1）となる。全体で青が16回に対して紫

が20回だから，紫色の煙の方がやや多いとはいえ青い煙もかなり使われている。

タバコの煙の場合は，日本では「紫煙」15）と言い，「青煙」という複合語はない。

ただし，日本人作家でも紫でなく，青を使い「青い煙」のように使う松本清張

や芥川龍之介のようなひともいる。日本語では青か紫になる煙であるが，ドイ

ツ語ではblauにしかならないようだ。RauchやDunstに色彩語の付いている

例を新聞や文学作品の電子テキストでしらべてみると，Violettや1ilaが使われ

ている例は見つからず，タバコの煙も家の煙突から立ちのぼる煙も車の排気ガ

スもすべてblauになっている。

9．BlauerRauchsteigtabendsausdenweitauseinanderliegendenRundhdttenauf：

Kochzeit．（DIEZEITvom12．01．1996）

10．AstevongeschnittenenB益umenwerdenangeztindet，FeuerundRauch．BlauerRauch，

esgibtihnwirklich．（TAZvomO9．02．1991）

11．［．．．］，blauerRauchstiegvondenoffenenHerdstellenundwabertedurchdieKronen

derBrotfruchtb去ume，［．．．］（TAZvom30．06．1990）

12．UberKopfschmerzenundUbelkeit，SOderSprecher，h云ttenamWochenendeviele

Passantengeklagt．UrsachesinddieOldampfb（Kordenwassersto鮎），diealsblauerRauch

demTrabiTAuspuffentsteigen．（TAZ－BERLINvom14．11．1989）

13．Durchdieallgemeinedicke，WeiL5graueLuftsahenwirmeinHaus，undeingerader

blaulicherRauchstiegausdemselbenempor，［．‥］（Stifter：Studienト

14．DieAnh益ngerInnendesblauenDunstessolltenh6hereKrankenkassen－beitr益ge

Zahlen，WenigstenssolltedieTabaksteuerumeinVielfacheserh6htwerden．（TAZvom

27．02．1991）

15．DieRegierungwi11dieWerbungftirdenblauenDunstgenerellverbieten．（TAZvom

O7．06．1990）

花の色や煙で確認した「青」とblauの違いは紫色の色相の関係する現象であ

ればどこでも生じるはずだが，人体の変色の記述にもやはり当てはまる。日本
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語では，青癌／＊紫癌，＊青斑／紫斑，青筋／＊紫筋のように複合語では青が使え

る場合と紫が使える場合が決められているようだが，青筋という■から静脈や血

管の色なら青でなければならないというわけではなく，文学作品から用例を探

してみると，「うすい紫の血管」（谷崎潤一郎：『痴人の愛』）「乳房を走っている

董色の静脈」（安部公房：『砂の女』）のよう．な例がある。同じように紫症という

言い方はないが癌を紫色で記述することはある。「薄紫色に色禎せ消えかかって

いる癌」，「輪の形をした青紫色の癌」・（吉行淳之介：『砂の上の植物群』），「痛々

しく、赤紫色に変色した癌」（北杜夫：『喩家の人びと』），要するに，日本語で

は，決まりがあったり，使い分けがあったりするにせよ，これら青から紫の色

相の人体の変色に「青」も使えれば「紫」も使えるわけだ。ドイツ語では，基

本的に，打撲による内出血であれ，霜焼けであれ，寒いときの唇の色であれ，

人体の変色部分について青から紫の色相の色彩語を使う場合はblauが使われる

ことになると思われるが，場合によっては紫色の色相をあらわす色彩語が使わ

れることも皆無ではないようだ。

16．UlisGesichtundHandesahenvomFrostblaurotaus．（ErichK云stner：Dasfliegende

Klassenzimmer）

17．DieG註stedesCaf6viktoriakommeninderGewiBheit，daJBsichmiemandwunderttiber

lilaFleckenimGesicht．（TAZNr．vomOl．12．1995，エイズ患者の紫斑）

これまでに述べたことをまとめると，人体の変色については一部例外もある

ようだが，blauは「青」よりも紫色の色相まで指示する傾向をもち，青から紫

の色相の色彩語が必要な場合の選択肢がblauに偏っているということになる。

このことはドイツ語に紫色の色相を専用にあらわす色彩語がまだ発達していな

いことと関係があるだろう。lila／violettは比較的新しい外来語であり，意味が

不安定であり，最近は1ilaのほうが使われるようになっているが16），それでも使

用頻度は低い。17）ドイツ語の色彩語の体系はviolettや1ilaの存在を前提にして

いないとも言える。日常頻繁に使われる色彩語ではないが，blaurotやrotblau

という隣り合う色名を組み合わせる複合色彩語がドイツ語にはある。この命名

法から考えてもblauとrotのあいだには他の基本的な色名はない（なかった）

ということになるだろう。18）実際，日本語で赤キャベツあるいは紫キャベツと言

われるキャベツが地域によってBlaukrautが使われたり，Rotkohlになったり

するが，紫色の基本的な色彩語がなかったからこそrotかblauかの選択になっ
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ているのだろう。

ドイツ語との比較では，日本語では基本色の青が紫色に対して優勢とは言え

ず，花の色などでは青と紫の中間領域の色相であっても紫色が使われているよ

うに思われる。桔梗などはかなり青寄りの色である。国蝶になっているオオム

ラサキも写真で見るかぎりそれほど紫らしい紫色の蝶ではない。おそらく，日

本語では「紫」を尊ぶ文化的伝統があったこともあって，「青」と「紫」の中間

的な色相の場合でもともすれば「紫色」にする傾向があるということではない

だろうか。

Ⅱ　波長から見た「青」とblau

Iでは新聞や文学作品や専門書の記載内容などの言語資料を手がかりに「青」

とblauの色相の違いについて述べた。光の波長についての色彩学の分野の記述

も色彩語「青」とblauのあらわす色相の違いを示していると思われるのでここ

で扱うことにしたい。百科事典や色彩についての専門の文献に「青」やblauの

波長の範囲が書かれていることがある。色の波長の範囲については，調査した

ひと白身が自分の母語の色彩語を分析しているつもりかどうか分からないが，

blauと「青」の結果を見てみると，これは紛れもなくドイツ語のblauや日本語

の「青」を定義している結果になっている。

blau （a）440 － 485n m （b）440 － 485n m （C）440 － A85nm （d）440 － 490nm

青 （e）450 － 455n m （f）450 － 500n m （g）455 － 485n m （h）467 － 483n m

（a）MeyersEnzyklopadischesLexikon．1971－1981　（b）DerNeueBrockhaus．1973－1975

（C）UllsteinLexikonderdeutschenSprache．1969　（d）BertelsmannDiscovery1995，

CDTROM　（e）『世界大百科事典』CD－ROM版第2版，日立デジタル平凡社，1998

（f）塚田‥『色彩の美学』　（g）川上・小松：『新版色の常識』　（h）『日本大百科全書』CD－ROM

版，小学館，1998

（a）から（d）までの下限の数値を見ると，4つの調査結果すべてで440nm

から始まっている。「青」の下限は，四つの調査結果のもっとも低いものでも450nm

だから，波長が440nmあたりの色はドイツ語ではblauとなるけれど，日本語

では「青」にならないことになる。440nmというのはPCCS（日本色彩研究所

配色体系）の色名と標準波長の定義にしたがうと桔梗色が462nmで，童色が452nm

－163－



であるから，それよりもさらに紫らしい色なのである。ということは，上記の

各文献やPCCSの数値がすべて信頼できるものだとして，日本色名の「桔梗色」

や「董色」はドイツ語では間違いなくblauに含まれるということを意味してい

る。また∴日本の「青」についての結果では，（e），（f），（g）の数値をもとに

判断するなら桔梗色は文句なく「青」に含められることに注目したい。「董色」

でさえ，（e）と（f）の数値に基づけば「青」ということになる。なお，「青」

やblauの波長の範囲で上限の数値は青から緑色の色相と関係があるが，とくに

日本語のデータが不揃いで，わたしには解釈できそうにない。

Ⅲ　最後に

「青」とblauを比較し，とくに紫色の色相とのかかわりで，ドイツ語には紫

色の色相をあらわす基本的な色彩語が存在しないことを示唆した。実は，青に

しても紫色にしても，人類言語の色彩語の発展段階などを追求したBerlinとKay

（1969）の11のBasicColorTermsに含められていで，人類の言語は，文明の

発達段階に応じて白と黒のような2譜の段階から始まって，一定段階の文化や

技術を持つようになると，青や紫色を含め最大11語まで発達するものと想定さ

れている。日本語は20の調査言語の一つで11のBasicColorTermsをもつと

されたが，ドイツ語は20の調査言語には入っていない。・．Lelmann（1998‥254）

は厳密にBerlinとKayの考え方を適用するならドイツ語は8つのBasicColor

Termsになるとしている。また，Weisgerber（1963：179）は，現代ドイツ語の色

彩世界は8つの色彩語で十分なのだと述べている（ImGrundekanndasheutige

DeutschmitdenachtW6rternrot，gelb，grdn，blau，braun，WeiB，SChwarzdie

ganzeFarbweltbewiltigen．）。■日本語のBasicColorTermsが本当に11もあ

るのかという疑問もあるし，そもそも人類に共通する11のBasicColorTerms

という想定自体に対しても疑問は残る。この辺りは今後の色彩語の研究の発展

に期待したい。

参考文献

上村六郎（1965）：『日本の色彩』河原書店　一

川上元郎他編集（1987）：『色彩の事典』朝倉書店

川上元郎／小松原仁（1999）：r新版色の常識』第2版，日本規格協会

佐竹昭広（1955）：「古代日本語における色名の性格」『国語国文』二四一六

城岡啓二（2000）：「紫色は青色か？一日本語とドイツ語の「紫」の色彩語について－」『人文

ー164－



論集』50号の2，静岡大学人文学部

塚田　敢（1966）：『色彩の美学』紀伊国屋書店

バストウロー，ミッシェル（1995）：『ヨーロッパの色彩』パピルス

Berlin，Brent／PaulKay（1969）：BasicColorTerms．UniversityofCaliforniaPress．

K6nig，Jenny（1927）：DieBezeichnungderFarben．ArchivfiirdiegesamtePsychologie，60，

9－204

Kornerup，A．／J．H．Wanscher（1963）：TaschenlexikonderFarben．Zdrich：Musterschmidt．

Leh甲ann，Beat（1998）：ROTistnicht〉〉rOtくくistnicht［rotLTtibingen：GunterNarr．

Weisgerber，Leo（1963）：DievierStufeninderErforschungderSprachen．Diisseldorf：Schwan．

注）

1本稿は，2001年独文学会春季発表会で行った一般発表「『青』とblauと日独

の色彩語の違いについて」の一部の内容を発展させたものである。

2　利用したのは，パソコンで使える日本語とドイツ語の辞書以外では，CD－ROM

版の『新潮文庫の100冊』，DieZeit95＋96，taZ1986－1997，Deuts。heLiteratu主

VOnLessingbisKafka（Directmedia）など。

3　上村（1965：83－96）によると，これは本居宣長の説で，ソニドリがソミド

リになり，ソの省略がミドリになったと考えるのだという。また，本居宣長

は，古事記の「そにどりのあをきみけし」についても，青い着物ではなく，

ソニドリのような緑色の着物と解釈しているのだという。

4　ヵヮセミは色彩語とかかわりの深い鳥で，ドイツ語のEisblauという色名は，

KornerupとWanscher（1963）によれば，カワセミ（Eisvogel）に由来し，ま

た，Eisvogelという名前は鉄のEisenと関連があるのだという。

5「緑色」（『新明解国語辞典』第五版三省堂），「青緑色・緑色」（『ハイブリッ

ド新辞林』三省堂），「青みがかった緑色のかび」（『岩波国語辞典』第五版）。

6　DerKasekompass（GU，1999）にはアオカどの入ったチーズについてmit

krafligengrtinblauenAdern（Roquefort），mitgrtinblauenEdelpilzadern

（BergaderEdelpilz），mitbl去ulichenSchimmelldchern（BresseBleu），gelblich

mitblaulichemSchimmel（PoulignySaint－Pierre）のようにあるから，ど

ちらかと言えばblauと考えているようである。また，英語ではakindcheese

Withbluelinesandastrongtaste（LongmanDictionaryofContemporary

English．19953）のように，記述にもblueが入っている。
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7　学名をLaccariaamethysteaとしている文献も日独ともにあった。

8　最近の傾向かもしれないが，ドイツ語名をViol占tterLacktrichterlingとする

図鑑などもある（DerGroBeKosmos－NaturfLihrerPilze・1982，Par？ySBuch
derPilze．1988，BLVHandbuchPilze．1996，LavensburgerNaturfLihrerPilze．

1999）。なお，BLVHandbuchPilzeには，このキノコの仲間がBlaulingeと

呼ばれるのはこのキノコのためだと書いてある。つまり，紫色のキノコに基

づいてこのキノコの仲間までも青いキノコと呼ばれているのだというわけで

ある。

9　日本にも数十種類のスミレがあ苧わけであるが，日本の図鑑その他でスミレ

に青い花のス．ミレを認める記述は今のところ発見していない。

10赤紫というのは色彩語の間違った使い方だと思われる。

11明治以前の日本のブドウは，甲州という欧州種のブドウもあるにはあったら

しいが，ほとんど山葡萄のことである。

12　日本人作家でもブドウを青に分類するひとがいる。丁二人はブドウ売場の前に

立って、バカみたいに青いブドウがいいか、緑色のブドウがいいか迷ってい

た」（曽野綾子：『太郎物語』）。緑色のブドウと選択を迷っているのだから，

この青いブドウは緑色のブドウではありえない。また，ブドウの色の詳細は

不明だが，遠藤周作のフランスを舞台にした小説に『青い小さな葡萄』があ

る。

13英語ではgreenordarkpurpleincolour（CollinsCobuildEnglishLanguage

Dictionary．1987）。仏語ではドイツでBlauerSpatburgunder，BlauerBurgunder，

Blauburgunderと呼ばれる品種がPinotNoirとなるように「黒」と表現す

るようだ。この品種の色はドイツではBeerenrundbisoval，dunkelblau，［．．．］

（FarbatlasRebsorten．Ulmer，1998）とやはりdunkelblauである。なお，フ

ランス人のバストウロー（1995：203）は，「私たちは（‥．）紫色の葡萄を《黒》

ぶどう，緑または黄色のぶどうを《自》ぶどうといっている」と述べている。

14ドイツ語にはrauchblauとrauchgrauという色彩語がある。Kornerup／

Wanscher（1963：193）では，煙の後ろが明るいときにgrauやbraunに見え

るのだと説明している。

15連想テストでも「紫」とタバコの煙を結びつける傾向が出ている（『色彩の事

典』1987，261，赤，黄，緑，青，紫，白，黒の7つの色彩からの自由連想）。

16Kaedingが集めた1900年頃の1100万語の資料を再分析したHelmutMeier

のDeutscheSprachstatistik（Hildesheim，1964）の頻度表にviolettは26回
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となっているが，1ilaは記載なし。K6nig（1927）の調査では，1ilaとviolettに

ついて296人中159人が1ila Lか使わないと答え，Violett Lか使わないと答

えたひとが36人，区別して使うと答えたひとが79人，区別せずに使うと準

えたひとが16人という結果になっている。とくに社会階層の高くない層では

もっぱらlilaが使われていることも明らかにしている。最近は1ilaの使用が

多くなっていることはDudenMeinerstesW6rterbuch（1991）とPonsJunior

IllustriertesW6rterbuch（1994）の記述からも伺える。どちらも色の説明とし

て11色のもっとも基本的な色彩語をあげているが，Violettではなく，1ilaに

なっている。後者は1900語の辞幸の部をもつが，Violettは見出し語にも採

られていない。

17ドイツ各地から集められた6歳から10歳までの子供の書き言葉と話し言葉の

コーパス（BraunschweigerTextkorpuszurmtindlichenundschriftlichen

Redesprache，1966年から1969年にかけて集められたデータ）があるが，Violett

はもう出てきていない。1ilaは出てきているが頻度は非常に低い。blauが658

回に対して1ilaは10回に過ぎず，beigeの9回とほとんど変わらない。

1g日本語でも「黄赤」や「赤黄色い」が使われることがある。黄赤は『新潮文

庫の100冊』には用例がないが，岩波国語辞典では「黄赤」や「黄赤色」が

合計13回使われている。たとえば，あんずやびわの実は黄赤色になっている

し，柿の実も黄赤とされている。一種の学術用語なのかもしれない。「赤黄色

い」は「頗る大きな赤黄色い星」（中島敦：『李陵』）がある。
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